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研究成果の概要（和文）： 

自閉症者では、脳幹、小脳、視床、前頭葉、側頭葉、頭頂葉において、健常者に比べ、有
意に高い[11C]PK11195 の結合能（BP）が見られた。このことは、自閉症者において、脳内
の複数の部位でミクログリアの活性化が起こっており、自閉症の病態に神経炎症が関係し
ていることが示唆された。 
研究成果の概要（英文）： 
Patients with autism had significantly higher [11C](R)-PK11195 BPs than control 
subjects in the ROIs; brain stem, cerebellum, thalamus, frontal, temporal, and 
occipital lobe, compared to healthy comparison subjects. This results suggests that 
there are microglial activation in those brain areas in autism, which indicates that 
neuroinflammation underlies the pathology of autism. 
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１．研究開始当初の背景 

自閉症の死後脳研究で大脳皮質、白質、小
脳において macrophage chemoattractant 
protein (MCP)-1 and tumor growth 
factor-beta1 など種々の神経傷害因子が増加
しており、活発な免疫反応が起きていること
が示された (Vargas et al. Ann Neurol 2005)。
また、拡散テンソル画像においては前頭葉白
質 (Sundaram et al. 2008)、側頭葉白質 (Lee 
et al. 2007)、脳梁 (Alexander et al. 2007) に
おける FA 値の低下が報告されている。これ
らから、自閉症者の脳内では、大脳白質にお

ける神経炎症から白質傷害へ至る病態カス
ケードが予測される。 
２．研究の目的 

自閉症者の脳内における軸索走行を拡散
テンソル画像（DTI）により調べ、検出され
た軸索走行の異常がどのような臨床症状や
認知機能障害と関係しているのかを明らか
にする。更に、同一の自閉症者において脳内
の活性型ミクログリアをポジトロン断層法
（PET） により計測し、脳内炎症免疫反応過
程が自閉症の軸索走行異常に、どの脳部位で、
どの程度の係わりを持っているのかを調べ、



自閉症の病態発生における脳内炎症と白質
走行異常との関係について明らかにする。 
３．研究の方法 
<対象者>男性自閉症者 20名と健常対象者 20
名 
<心理検査>(1) WAIS-III、(2) 社会認知（ここ
ろの理論）：Faux pas Test、Reading the Mind 
in the Eyes Test、Advanced Theory of Mind 
Test、Facial Expression Test、(3) 認知機能：
『Cambridge Neuropsychological 

Test Automated Battery (CANTAB) 』 
（http://www.camcog.com/）を用いる。 

<PET > 
PET スキャンには、浜松医療センター・先

端医療技術センター内設置の浜松ホトニク
ス社製頭部専用 PET スキャナ SHR12000 
を用いる。トレーサーは、[11C]PK11195 (活
性型ミクログリアを標識) を用いる。トレー
サー静注後，ダイナミックスキャンを開始す
る。健常者の脳各部位の時間放射能曲線のピ
ークと自閉性障害の対象者の同部位の時間
放射能曲線のピークを一致させる。そして、
健常者の時間放射能曲線を入力関数として、
2-compartment tissue-input 解析を行う。こ
れにより算出された binding potential を活
性型ミクログリアの密度の指標とする。 
<DTI > 
撮像パラメータ：TE=78.7ms、TR=17000ms、
b-value=1000sec/mm2、FOV=26cm、slice 
thickness=3.0mm、Number of slices=52、
gradient directions=25、T2 image=3、NEX=1、
Matrix=128x128 とした。撮像したデータも
とに FMRIB Software Library（FSL; 
http://www.fmrib.ox.ac.uk/fsl/）を用いて、FA
値の算出、FA マップを作成する。 
 
４．研究成果 
 自閉症者では、脳幹、小脳、視床、前頭葉、
側頭葉、頭頂葉において、健常者に比べ、有
意に高い[11C]PK11195 の結合能（BP）が見
られた。このことは、自閉症者において、脳
内の複数の部位でミクログリアの活性化が
起こっており、同部位の炎症免疫反応の存在
が示唆された。 
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